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ま

十9

で
は
利
の
世
界
と
政
治
の
世
界
が
混
同
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
き
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
政
治
が
乱
れ
た
と
、
司
馬
選
は
考
え
た
で
あ

ろ
う
か
。

そ
れ
は
第
一
に
、
人
材
澄
刈
の
誌
が
茨
え
て
し
ま
っ
た
こ
1

乙
で
あ

る
心
司
馬
遼
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の
な
か
で
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し
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と
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て
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利
引
数
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人
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日
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詑
徒
。
入
財
者
作
裕
一
郎
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r
7
J九
苦
ι
ζ
3
討
に

irへ
門
口
人
¥
品
川
川

γ
1
、
L

Z二

¥
U
1
1ス
O

へ(
P
1
U
む
に
¥
了

ιナ
J
Z
L
、

百
三
一
二
一
日
三
T
4
E
ノイ

λ
芸
J
J
T
1
b
罰
ノ
町
内
寸
ブ

λ
r
Eム
日
↓
ノ
芳

1
j

4
1
2之
、
!
八
一
ヨ

24/
才
ミ
二
1

容
υ

モ
イ
オ
4
4
A
λ
iム
件
付
。
か
J
J
r
再
三
L

制

郎
前
(
と
し
て
政
則
さ
れ
る
は
財
物
に
よ
っ
て
で
あ
り
、
人
間
の
能
力

と
か
人
格
は
次

L
て
か
え
り
み
ら
れ
な
か
っ
た
時
代
、
そ
れ
が
武
慌

の
時
代
で
あ
る
と
可
お
遼
は
考
え
、
こ
の
こ
と
に
深
い
慎
り
を
も
っ

て
い
た
に
違
い
な
し
心
く
り
返
し
て
こ
の
こ
と
を
い
う
の
は
、
そ
の

た
め
で
あ
ろ
う
。
国
家
の
財
政
を
第
一
に
考
え
る
あ
ま
り
、
政
治
の

根
本
で
あ
る
人
材
授
用
は
乱
れ
た
が
、
弊
引
が
は
そ
れ
ば
か
り
で
は
な

い
。
そ
れ
は
次
に
酷
吏
の
丘
用
を
み
、
法
治
主
義
を
お
し
す
す
め
る

結
果
と
な
っ
た
ω

対
句
奴
戦
の
騒
然
た
る
た
か
に
、
人
民
は
労
役
に
苦
し
み
、
そ
の

た
め
次
第
に
法
制
似
}
な
く
ノ
γ

、
る
の
が
巧
み
に
な
っ
て
し
っ
た
c

そ
れ
は

ま
人
ん
、
法
は
ま
す
J
J

手
厳
し
く
な
り
、
間
交
が
盗
用
さ
れ
る
と
い
う

結
来
を
人
人
~
c

前
…
交
の
蕊
加
は
、
笈
一
般
の
行
い
の
な
加
と
共
に
武
守
の

時
代
、
と
く
に
元
期
以
後
の
特
徴
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
対
外
拡
張
そ

の
也
に
よ
る
財
政
の
窮
乏
、
そ
れ
に
処
す
る
絞
済
政
策
と
無
関
係
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の

へ

て

い

っ

た

。

こ

の

稀
の
経
済
政
策
で
あ
乙
。

い
る
心

そ
の
た
め

部
に
と
と
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ネ
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n
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d
-刀
江
二
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J
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:
1て
ユ
三
、
二

t
p旦
ト
ヲ
F
J

立が!一

i
f話会
W
沃ノ

1

4
三
l
i
J
T
主
ιif--

国
家
の
利
を
第
一
、
と
す
る
続
前
政
策
に
お
い
て
は
、
人
民
の

i

第
二
義
的
な
も
の
と
し
て
し
か
考
え
ら
れ
ず
、
人
民
は
波
弊
し
て
い

く
り
そ
し
て
経
済
政
策
な
強
行
す
れ
ば
、
そ
れ
な
犯
す
も
の
が
出
る

の
は
汚
然
で
あ
る
。
法
は
ま
す
ま
す
厳
震
に
な
り
、
酷
子
、
は

k
l
在
二
一
仁
〉
て
、
っ
こ
り
-

Jし
日
〉
局
占
、
i
‘今
a一

fL
、
A
E
ζ
i
(
J

す
野
五
3
げぜ

j

J

ν

L

J

f

L

Y
ん
ム
グ
以
内
金
t
f
a万
七
山
γ

川、

、d
[
ぺノ

判
は
ひ
ん
ぱ
ん
に
り
な
わ
れ
、
さ
ら
に
絞
誹
の
法
が
で
き
、

罪
の
例
発
に
は
連
坐
制
ハ
株
送
徒
〉
を
と
り
一
度
に

れ
る
よ
う
に
さ
え
な
っ
た
ひ
酷
吏
は
人
民
を
抑
え

、
リ
¥
、
問
中
d
¥
レい
¥
1
3

ヒ
、
ニ
、

{
4
t
y
)

三、
l
t
八ぺん、、

し
手
町
勺
/
ブ
メ
ヰ
し
プ
d
J
j

府
市
グ
以

ιえ

つ
ら
い
の
引
が
多
く
な
っ
て
い
っ
た
。

ジコ

/)、

力ミ り
りで約ま
、ほうI こ
へなさ犯

仙
仙
沼
於
功
利
〆
〉

!
/
一
い
い
、

yr庁
小

2
f
t

み
だ
7

れ
て
い
っ
た
。
し

で
あ
っ
た
ひ
利
の

犬、川壬ミモ、、、、〉、

タハ
hw円
パ
よ
五
十
J
N

砕い

天
下
壌
壌
持
'
魚
利
位
。

と
い
う
の
は
、
そ
の
ま
ま
武
帝
時
代
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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し
た
桑
弘
中
γ
を

断

ず

る

こ

と

に

よ

っ

て

の

よ

う

な

興

利

の

川

、

貨
殖
の
引
の
夜
間
川
に
よ
り
て
芯
起
し
た
話
現
象
な
批
叶
し
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
批
判
の
う
ら
に
正
、
司
馬
泣
ふ
去

γ
川
は
草
や
か
で
、
活
気
に

λ
ら
'
に
武
帝
の
時
代
を
ド
降
の
時
代
と
す

る
怠
識
が
あ
っ
た
の
だ
と
忠
わ
れ
る
の
で
あ
る
υ

そ
れ
ば
平
準
U
U
げ
に

み
ら
れ
る
次
の
こ
と
ば

仇
ど
ん
昨
日
1
3
7
、
日
吋
士
、
議
民
社

τ

-

Aぺ
f
M
M
V
U
斗

去

ド

h
μ
l
J
本
型
ふ
L

〉
i
人
均
主
H
i
芝
、
1
t
a
U
J
i
h
与
、
て
・
i
J
辺
、
司
会
会
と
選
立
ゾ

長
i
A
1
ι
e
h
i
J
玄
以
前
ト
部
1
4
M
L
一J
メ
五
'hメ
/
，

vm
住

に
よ
っ
て
感
得
で
き
る
よ
う
に
忠
う
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
問
題
は
旬
以
対
策
を
中
心
と
す
る
、
汁
外
弘
民
政
策

に
対
す
る
可
潟
遷
の
考
え
、
ま
た
酷
吏
に
対
す
る
批
判
な
ど
も
街
綾

な
つ
な
が
り
を
も
つ
の
で
あ
る
が
、
い
ま
は
紙
数
の
関
係
で
そ
こ
ま

九
一
午

ih》
p

l
‘
{
ノ
ー
し
一
戸
ム
ハ
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一
こ
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八
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↓
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史
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仁
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、
郡
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成
出
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湖
、
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府
隙
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開
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、
京
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銭
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桁
出
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右
潟
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叫
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梁
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山
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A
V
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試
消
火
、
先
除
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千
夫
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、
双
大
犬
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比
九
ぃ
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山
又
減
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Lyrjo

芯
寸
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4
t
p

ん
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¥
清
い
の
引
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，
人
前
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t
F
r
ノ

今
、
刊
日
p
i
x
-
川
芳
野
し
こ
川
1

当

1
1

パ
、
一
川
山
内
川
糸
で
立
い
た
銭
一
千
文
を
…
将
と
い
い
J
)
れ
を
単
位
と
し
た
一
説
税
。

淀
川
食
貨
忘
に
次
の
ご
と
く
い
う
。

Jm川
県
以
来
、
一
行
者
草
川
杭
無
布
、
押
仰

抑
制
1
0
県
ハ
時
界
初
判
事
、
百
人
之
線
、
持
銭
有
余
小
、
話
算
如
位
。
諸
川
八
人
米

ド
、
山
L
T
-
Y
4
日
立
ペ
パ
い
3
2
3
J
7
2
E
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、
r
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E
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一
元

1
託
、
在
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H
H在
J
4
4
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U
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3
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片
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寸

T
R
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-
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f
g
A
A
H
一
i生
A
'
f
I

北
ハ
物
白
い
l

川
、
卒
川
村
銭
二
千
部
算
一
。
諸
作
有
利
及
川
鋭
、
中
中
将
銭
間
千
算
一
。

非
点
比
者
、
一
一
一
老
北
没
騎
士
、
昭
'
単
一
算
、
肉
質
人
特
車
二
拝
。
船
五
丈
以

上
一
算
。
匠
不
h
M
占
、
ト
口
一
小
怒
、
成
法
一
歳
、
波
入
抑
的
銭
、
有
能
小
川
者
、
以

見
学
升
之
。
j

一

〉
ゐ
も

L
J
Kコ
手

4
?と
T
f
に
い
二
I
J
£
、
J
こ
、
、
コ
つ
コ
こ
/
円
)
及
川
ご
町

/
パ
け
ヨ
:
一
t
i
p
;九
lJ
科
プ
ィ
l

ペ
子
l
f
ρ
J
f
り
L
J
j
ザ
ル

J
り
L
J
J
法
主
客

討
し
ん
…
場
合
、
~
所
告
設
戸
…
被
街
告
者
の
財
ぃ
此
の
半
ば
を
与
え
ァ
ア
む
の
。
九
日
間

み
渋
h
抗
日
食
党
志
「
度
不
山
口
レ
ム
リ
一
一
以
下
を
参
照
。

(
L
d
L
ハ
、
注
七
一
一
均
一
一
慌
の
官
三
、
平
準
の
官
、
よ
り
先
に
置
か
れ
た
も
の
で
あ
る

パ
山
、
山
天
保
二
ひ
グ
つ
く
行
な
わ
y

れ
た
の
は
、
況
、
ほ
何
時
で
あ
る
つ
均
一
戦
式
部
ほ

か
ら
税
に
7
r
f
~
て
土
地
丹
注
物
な
納
付
さ
せ
、
政
府
、
が
抱
の
土
地
へ
転
輸
し

て
、
時
純
一
…
平
均
し
て
売
却
す
る
二
と
で
、
汚
輸
の
一
古
川
一
件
'
部
に
置
か
れ
た
っ

集
r
鮮
の
誌
に
「
示
康
問
、
認
訴
常
所
総
於
ん
い
問
者
、
山
ん
日
令
戦
災
土
地
所
設
、
平

川
台
所
在
時
佼
門
v
a
v
-
史
払
心
地
蕗
寛
之
、
総
者
段
使
、
市
官
有
利
、
ー
一
と
あ
り
、
山
部

欽
論
本
議
十
一
「
住
者
諮
問
諸
段
、
各
以
其
物
資
続
、
往
来
如
(
殺
、
物
多
苛
志
、

市
復
遠
方
之
友
、
υ

円
以
日
均
総
0
7
一
と
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あ
る
。
平
準
は
賦
税
と
し
て
出
さ
せ
た
産
物
、
右
京
師
に
あ
っ
め
、
市
価
の
高

低
に
よ
り
売
買
す
る
も
の
で
、
平
準
の
宵
は
京
師
に
援
か
れ
た
。
平
準
書
に

「
授
与
準
子
京
都
、
部
受
一
大
下
委
輪
、
石
工
官
治
率
諸
器
、
昨
日
付
抑
給
大
法
、

大
良
之
諸
官
設
館
一
大
下
之
貨
物
、
賞
一
部
資
之
、
賎
剣
山
県
之
。
如
此
宮
両
大
賀

無
所
不
大
和
、
則
及
本
、
市
高
物
不
作
際
問
問
、
故
抑
天
下
物
、
名
目
平
準
」

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

一
正
八
)
滝
川
博
士
史
記
会
技
会
考
誌
に
次
の
ご
と
く
い
っ
て
い
る
。
一
問
、

従
自
然
也
。
科
、
版
科
之
利
、
非
利
金
之
科
c

道
議
鴻
導
、
最
下
者
興
之
字
通

議
武
情
輿
利
。
」

ウ
日
公
孫
弘
以
春
秋
之
義
縄
民
下
取
漢
相
、
張
湯
舟
般
文
渋
理
魚
廷

封

。

而

廃

格

-
E陵
窮
治
之
獄
用
失
。
其
明
年
(
一
在
約

元
年
〉
没
南
・
街
山
・
江
都
玉
、
謀
反
迩
見
、
市
公
綿
一
帯
端
治
之
、
完
其
諜

山
川
ハ
。
市
必
死
者
数
真
人
。
長
支
急
修
念
、
市
法
令
閉
山
針
。
1

一
(
平
準
書
)
「
超

ハ
民
)
山
内
張
湯
論
定
諸
待
令
、
作
見
知
、
十
月
法
余
刻
、
定
自

此
始
。
」
(
激
変
列
伝
)

〔
日
記
十
〕
た
と
え
ば
、
王
怒
伝
の
末
の
拝
客
語
、

一
龍
錯
伝
の
末
の
部
ハ
ザ
一
と
山
一
応
帝
の
三
品
、

れ
で
あ
る
c
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